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開
催
概
要

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

〈 1〉 開催の目的

〈 1〉 事前課題 

〈 2〉 当日の準備

１ ． 開催概要

2． 準備から 開催までの流れ

〈 2〉 ワーク ショ ッ プ名及びテーマ

〈 4〉 会場

〈 3〉 開催日時

〈 6〉 スタ ッ フ 及びフ ァ シリ テータ ー

〈 5〉 参加人数

　 職員研修の一環と し て次期総合計画の策定に向けた意見交換を行い 、 本市

のまちづく り の方向性やビジョ ンについて理解を深める。

（ 1） 2030 年の新潟市の理想像を考えてく る。

　 　 →当日のグループワーク 時にご自身の考えを 発表し ていただき、 グルー

プ内で意見交換をする。

（ 2） 2030 年の理想像の実現に向け、 活かせる固有資源を挙げる。

（ 3） 理想像の実現に向け、 2030 年までに解決すべき地域課題を挙げる。

　 　 →（ 2）（ 3） はでき る だけたく さ んあげ、 その中で最も 重要だと 思える

も のをそれぞれ 5 つに絞っ てワーク シート に記入し 、 ワーク ショ ッ プ当

日に持参する。

　【 配付資料】

　 ・ 事前課題シート （ 前項の事前課題を記入するための専用シート ）

　 ・ 当日プログラ ム

　 ・ 参考資料（「 カ ード を使っ た情報集約」 の解説テキスト ※マチダスより ）

　 ・ ふり かえり シート （ 終了後のアンケート 用紙）

2030 年の理想の新潟市を実現するため、 こ れから の行政がすべきこ と

2021 年 11 月 12 日（ 金）　 午前の部 8:55 ～ 11:55

午後の部 14:05 ～ 17:05

新潟市音楽文化会館 1 階　 練習室 13 　

令和３ 年度 新潟市新規採用職員 計 67 名（ 午前： 35 名、 午後： 32 名）

・ メ イ ンフ ァ シリ テータ ー： 滝大 聡（ 午前の部、 午後の部共）

・ サブフ ァ シリ テータ ー： 金子洋二（ 午前の部）、 山賀昌子（ 午後の部）

・ フ ァ シリ テータ ー： 渡邊 彩（ 午前の部）、 成田倫史（ 午後の部）

・ 事務担当： 佐野智香、 野澤葉子　
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※事前に配付し た事前課題シート  
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■当日プログラ ム

オープ ニン グ

ゆる やかな 関係づく り ゲーム

グループ 内における 事前課題の個別発表

ワーク ショ ッ プ  ① 情報集約

ワーク ショ ッ プ  ②テ ーマ についての意見交換～意見集約

全体発表（ 各グループ 2 分×7 グループ ）

ク ロ ージン グ

終了

 新 潟 市 新 規 採 用 職 員ワ ー ク シ ョ ッ プ

2030年の理想の新潟市を実現するため、

これからの行政がすべきこと
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当日プログラム

受付開始

主催： 新潟市　 企画・ 運営： NPO法人まちづくり学校

MEMO

午前の部 午後の部

主催者挨拶、ファ シリ テータ ーの紹介、ワークショ ッ プの作業解説

ふり かえり シート の記入

各メ ンバーから 出さ れた資源と 課題をグループごと に集約

緊張を解きほぐ すためのグループ 編成を 兼ねたゲーム

※当日は記入済みの事前課題シート をご持参く ださ い。

Program


